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ピーポテ｀ィ ・ エセックス ,,.り物節所·1 1泌

和歌浦蒔絵十種香箱
松小;1弥

］．概＇以

究料名称 禾11 :恥11i'ilぷ絵 I ·種香箱

所 ）1滋 ピーボティ ・ エ セ ッ クス J·t lj:物的 ( 1 924年収蔵）

11 、Ii°' イ( i l:J ill 、 Ii°'イ( (17 ~ 18111: 糸じ）

d~ :1l: 23.] X 19. 4 X] 8. 9 

イI多 1U 共）Jll1d 'I勺戊 1 5 り '· 6 J J ~ ' Iム ）成 17 イ I '· 3 J J 

形状、技法

)j形、 印 籠辿りの 一．段爪ねの香箱 ( l"x l 1 ) で、蓋と身の 1り を ），サ） i I (1 i に イ I : 立 てる。 内 部 に{ 1、否他 ．

香 j:J j ・ 香合 ・ 香包・ 雲 PJ:板 ・ 沈 ',i i i]道具 ・ 香茂 ． ：、i唸の刷 "l . 追 具. 1'( て ・ 香札人 i し ・ 菊棉 ・ 巻( などかi1111 

て い る。

箱の如叩こは 、 ）j 染集にもよまれた、 古米の 銚勝地である ,fl I ::f欠 i川の 図 を 1· 1111 i く 。 益災には 、 : -: ンl ンj (/)鶴

に波叫 と 伯:・文 4染がHi'i か i して しヽ る （図 3 ) 。

表 1(1i 令体 を ！，せ漆冷りし、波頒、 Hi'l i兵、 Ii I などを ィiHi'111 II、'1i絵、松、雲、 i州浜· 、 { 0 :· I I I 、ネqi ネ I : などを 池肉似；

dぷ絵 に付1· 1111i を }JII えて 衣況 して い る 。 立、 Hi'! 浜、宕 J I I には、切令 を ;;忙 きアクセ ン ト を 付け て し、ん 。

Incense Box, befor rcslo rn lion 
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似I 2 ~; 菟 I J q1又 イI冬移L 1i1 i

Top board o r し h e lid, bdore rcsloralion 

3. 損傷状態

・ 箱は長年、紫外線の入る場所に展示されていたらしく、甲板 (!'.x i 2 ) と 正側 1 (1i そして ） ， ・・小側血の漆喰

膜の劣化が激しく、 壁側に懺かれていたと思われる面は劣化が少な し 。

・ 身の上段は前後が逆さに長年展示されていたと思われ、 正しい）j向 に l 化すと 盗と身の 卜.段の漆和l知の

劣化状態に違いがある（図 4 · 5) 。

・ 箱の表面には、艶出しのために塗 っ た塗料が劣化 して賛色 く変色し、冷股 には糸HIか な I床）［文か入り艶の

ない状態である。
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図27 テジタルX線透過写真

X-ray radiograph 
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1><111 1HJll!1(1i イI多移よ 1iii

f7ronl, be 「o re rcsloralion 
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I~! 5 オ了イ！！川 (1i

Right side, before rcsloralron 



図 6 身の」 ·段内側 亀裂部分

図 8 似り止め%牛

Temporary facing 

和 ：；f欠油 d、1,i絵 I ·種香箱 ]!.13 

． 蓋の側面角には、木地接合部と思われる箇所に亀裂が入り（図 6 · 7 ) 、 後 Ill .·修 Jlj!_ で 11'( された形跡があ

る。

・ 身の上段の正面左側角には、大きな亀裂が入り 2 ミ ＇） 程透間が間 い ている 。 亀裂は約 か ら側 1(1i に広が

り、木地が反り返って拡大する恐れのある危険な状態である 。 この亀裂部分は後 1 廿修J.用 されて い た 。

・身の下段角の玉縁及び立上り部分には打損による欠損があ る 。

・ 身の下段の内側見込み部分には、木地の接ぎ合わせ部分と思、われる 箇: )'), に 8ヂ程の亀裂があ る 。

・ 身の上段の側面には、後世修理時に付いた指紋の団亦があ る 。



H4 

4. 修似イ t様

修似は況在、文化） ｝の指森の下に 1 けっれて い る漆 1 ·.又化財保竹修俊に則 り、掠則 として JJ↓状絣．す、 'j:條

似 を ）よ本 に 1 j っ た 。

只 修似 I 牙'1 \

〈 』 ,'i) 査及び与真1蔽彩〉

香箱（以後、本登料 と 呼ぶ） の村か辿、 ド」也 、 })II飾 と 現状の似み を ,J,'i)杏記録し、修似 Ij1 j と 修復後の比

蚊が出米るよう与真1蔽彩を 1 i っ た 。

〈仮止め1怠牛 〉

本費料の亀裂咋!)分の周辺命） j羹 は、地I] 落する 恐れの あ る 危険 な 斗）＼態 に あ る ため、 釧か く り） っ た ）(Hi )文紙

を 生継柿l に て仮止め~/ , ~ し作業中 の地lj 洛 を IW 化 し た 。 ( ! '.X I 8) 

〈 ク リ ーニ ン グ〉

ク リ ーニングは、狡料衣 1 (1 j を毅 っ て い る 校は t枠で取り L り、 イ·'1\: かに水分を合 ま せた本綿イI i に て i り

i し を 除L した。

図 9 喰料除 L-作業 図 10 喰料除1~作業 1j 1

I rcsloralion malcrial 

く劣化唸料の除l~ >

本登料は、 艶のなくな っ た漆墜膜の復元のために唸られた裕料が劣化 し、裕）l凡如(―1i が筑色く変色し

て いた。 如(1 iの漆除）l災には細かな断文があり、強い溶剤を使うと iJか絵部分に彩鰐を りえるため、極力

弱い浴剤 を 試してみた。 糸占呆、純水だけでは）又）心がなく、純水に少鮎の工 タノールを加えただけで塗

料は解けだした。 従 っ て、塗料の除去は綿布に少批の純水 と エ タノールを合ませて行った。 ( lxl 9ｷ 

10) 

紫外線の彩罰が強い控膜而は、 徐料と漆塗股がドロドロに解けてしまい、蒔絵部分の金粉か剥き出

し状態にあ っ たため、 劣化墜料の除去は細心の注、？揺 を払い行 っ た 。

く）） II湿による木地強制〉

木査料の 1り部及び登膜の亀裂は、乾媒による木地の収縮が原因であると推測できるため、資料全体

を }JII 湿保イ（し柔軟性を取り 戻す作業が必要にな っ た 。 本資料を加湿した小箱に長期保存し、木地が柔

軟に な っ てから端金で微力の圧力をかけて強制し、反り返っ た部分を戻す作業を行っ た。 木地強制

は、 一歩間違えると木地構造を崩壊する恐れがあるため少しずつ慎重に行 っ た結果、作業は 2 ヵ月に



及んだ。

＜漆 l,'il め〉

ふ(1 j i叩l災 に喰られた喰料を溶剤で除L した

ところ 、 一 部分の漆喰股は紫外線による劣化

が激 しく、 艶の無い状態であ っ た 。 4井 に身の

Iｷ. 段の Ji-:側而 は、 ：且漆地に 薄 iiぶ きさ れた令粉

が·(うじ てく っ つ い て い る 危険な状態であ

tヽヽ
0

黍固めは喰jj応如 (1 j の釧かな l*Jr文 に漆を合没

し 、 喰膜強化 と 艶 を取り）メす為 に行 っ た 。 漆

圃めに使川 した漆は、木地呂漆 ＋ 梨(-地漆十

牛正味漆を 5 対 4 対 1 の利I ] 合で配合 し、 ィ i油

系裕剤の クリンソ）レ G で 4 1/\ に 希釈 し • J i."ft: で

喰股の断文に染み込ませた。 喰膜の状態に 1-

て 配合す る漆の分 斌や溶剤の希釈涙度 を 心

え 、 8 ~ 10 1111程炭漆 1, 'i l めを 行 っ た 。 この際、

合設した漆は断文 に吸わせるだけにして、 切

令や高砧絵部分に は残術の 1!鳥い よう l 玲：に裕

剤 で拭 き取 っ た。なお、喰膜の劣化が少ない

部分は 2 ~ 3 1111 利度 の漆 l ,'il めに 佑 めた ( I>< !

11) 。

<f-厨裂部分のH滑'j: >

亀裂部分の桜ィi"r は 、）又り返 っ た和l災 を 按省·

するため強）J な按着剤が必災 とな っ た 。 接着

剤は、 グルテ ンの ：化 を多くした小支粉に/ I : I 「

味漆を練り合せ、桜着力 の強い父漆を使川 し

た (1$< 1 12) 。

盗及び身の上段灼部分の他災は 、 JJ LJ fり に ）文

んでいたため詞 II 、'i= に作業する 必炭があ っ た 。

H冴"i'- は本資料を木枠内 に固巫し て 、 竹ひごの

弾力 を利用した芯眼 り技法で1i" うことにした

（図 13 · 14) 。

本費料の木地は非常 に 礼り ＜ 辿 ら i しているた

め、 竹ひごの） I : JJ を 捐け 11'd 追 えると 本地が）i几

炭する 危険性があ っ た 。 本地~)'i辿 を 允分か忍

し、竹ひこで押 さえる位 ;;,.,: や ) I: 力 の強 さに配

た。 ） I: イr'}状態 左

辿間 はど維f、 lj: し

のを行 っ て 本査料 を 本枠から外 した 。

1、 I I ::f欠 iii] 蒔絵— I ·種香箱 14 

図 11 漆固め （喰膜強化）

図 1 2 父漆合汝

|火 1 14 , \ぶ ~Jk り ) , : ・・ オi'

l)rcss stabilizing wilh shimbari s li c lぐ｀
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, 
Crincling lwlmso parl 

Applying ltiwasabi using gold sab, 

＜欠出部）診1犬似元〉

席）l如の欠失した部分は、刻＇；て形状復元をh っ た 。 刻＇戸は、刻＇戸） ll に叫懲 した父漆に柚材の 本粉

麻の繊糾を訓かくした粉 を混ぜ合わせ、珪藻 卜 を焼いた地ノ粉を 加 えて作り、ク( 111部の形状が賂う

で数 1111 充j展し似元を行 っ た 。 形状1U;じ した部分は、砥石や鑢で刻苧）JJL を賂えた（図 1 5 · 16) 。

く 際錆及び漆固め〉

形状復元した部分や亀裂部分には、手擦れや再糾蕗を防 ぐ ため際鈷を施 した 。 漆陀膜がリ． ！；漆喰＇） の

町蒻部分の際錆は、 呂 色漆と生正味漆を混ぜた門瀬漆に 、 微粒子の地ノ粉 （饂島四辺地地 ノ粉） を 枇

ぜ合わせた納を使用した。
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Cracked portion, before rcsloral1on 

図20 亀裂部分 修似 Iiり

Cracked portion, before resloral1on racked portion, afler rcsloralron 

蒔絵の損傷部分の際錆は、木地呂漆と梨[-地漆に微粒 fの賛砥の粉（砥の粉を水簸して作 っ た粉） と

数種類の金粉を混ぜ合わせた金錆を施し、 f闊裂部分 を 1—い'(たなくした（図17) 。

塗膜表面の強化と修復をした部分の漆固めとして、生正味漆と木地呂漆を混ぜ合わせて浴剤で名枡

し漆固めを行った。 また、 高蒔絵部分は、木地呂漆と梨了•地漆を混ぜ合わせて漆固めを行い、付オi'r'iの

際などに余分な漆が残らないよう丁京に拭きと っ た。

〈損傷部分の蒔絵復元〉

金錆を施した損傷部分を より 目立たなくするため、金消粉で金地1M;じ を 行 っ た 。 m1蒻部分 に梨[-地

漆を薄塗りし、漆の乾きを待 っ て真綿で金消粉を施した。なお、金泊粉を施すだけでは 11 立ちすぎる

ため、梨子地漆を数回復元した部分に漆固めを行い、周辺裕）l災と の ，U,'iJ 禾II をと っ た 。
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図22 令 姻修復後

Incense 13ox, after 1— 

似1 23 11:_ 1(1i イI多移i.f炎

f-ron L, a [Lcr res Lora Lion 

図2LI Ii'側 1(1i 修1以後

Right side, afler restoral1on 
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〈保存箱の制作〉

本賓料の修似を終え、今後の保イ{)汰燒によ っ ては修復悩)' JiJjｷ が新たに相傷する危険性があ るためと

永＜後 111 .· に伝えるために保イf川桐箱を新』,',] した (!x i 1 8 ~2 1 ) 。

本査料の lj I には 内容 i'11 ' , が納められていて、艮年収納 してしヽると 屯 ： 化が掛かり、 Hlit~の l瓜囚 になる恐

れがあるため保イ（は本体 と 内容閑， を分けた収納 を も：え た 。 また、保イf箱の ド段には、』刈 1!11校）J呆のあ Z

アート ・ ソ ー プ （湿｝姐65% ,没巫）を収納できる 村炸造にした。 1呆イf箱 は、桐製の!'I怒貪箱 とし、 制作 ' d- .L~ 

津の椒物本地1':1 l iの 人·塚降氏 に依頼 した ( I火1 25) 。

く記録及び' II真軌妙；診〉

修似 ［和及び分析の記録をまとめ、修1U後の最彩を行い 令ての 1 :和を終えた ( lx l 22 ~ 24) 。

Paulownia box 「o r sloragc, i nsicl 
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図26 幽光X線測‘巫位 ；i,: 
X- ray 「 lu〇 r po inL、
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相：：｛欠 ? iii" I 灼絵 I ·種香箱の幽光X綜分析結呆

測巫箇iJ iJ1ｷ 幽光X線強）文 (cps ) 化-;咋11.J成 (wl%) 

鉄 銅 鍬 A-、 I ,・ ノ、 I ,・ 銀 銅

./¥.u-L/3 

01 ,.,__,,;ｷ . 21 3 11 0 0 2 12] 2 97 1 

02 匹 30 4 32 2 5 9 126 7 74 2] r.;_ 

03 松の枝 26 5 39 2 6 0 131 4 74 20 6 

04 切金 9 9 13 1 3 5 227 4 90 , 
05 雲 補修 56 7 0 3 0 3 92 1 98 2 

06 J肖戸面 50.3 16 9 0 2 113 2 96 1 

＜分析〉

修復と平行して 1 /、'/絵粉の虻光X綜分析 と 、本地朴＇［辿の確認のためデジタ ルX線透過贔彩を 行 っ た。

糊、泣光X線分析は、束皐文化財研究所の ','-川泰Jム氏、 デジタ ルX綜透過1蔽彩は 11 ij{iJ「究所の三油定俊

氏に依頼した。

（幽光X線分析）

. 

本査料には数種類の I料絵粉と令屈材料が使われ いる 。 そ

して芸部分にあ る後 111 .·修 FL L 甘：·:;'j所につ い て幽光X線分析をn っ た 。

年•
"-" -=ｷ 

, 1ｷｷ 
、 .,_、· 松の枝、り） 金、旧） ; 1(1i 、 そ

雲部分には、沢な る 2 種類の I淋絵粉が ii、'ii か れて い る 。 先糾益 部分 に 1/、',i かれた粉は、 Au74 % 、 Ag2 1

%、 Cu 5 %程度の糾成で、 ） iJ↑訓、 1 『令粉が使われて い る 。 この粉は、波、宕 I i I 、 州 浜、松などに 7

クセントとして使われてし . ｷo.1 0 

・ 松の枝

松の枝部分に蒔かれた粉は、雲の先瑞部分に 1 L1i かれた粉 とほほ詞 じ行金粉であ る 。

・ 切金

分析の結果、金に10%程度の銀が含 まれて い ること が確認された 。 現状の り）令 は、 少 し,/ド味がカ

た色をしていることから、令に含ま iした銀の銹化によるものと 息われる 。

・ 雲の後世修理部分

分析の結果、金の純度はオリ ジナルの金に近いが、銅が令く含 ま i し て い な い こと から児なる材料で

ある 。 修復の際、オリ ジナルの蒔絵粉 を 除L し、新たに iiぷ絵したと推測できる 。

・ 唐戸面

ら1;・部分に使われた丸粉 と 遥い、粒: r- の細かな粉 WI粉）が使われて い るが化学糾成はほほ同 じであ

る ゜
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（ デジタ ルX線透過1被彩）

本査料の木地枯'f.造の確謡のためテジタ ルX線透過撮影を行っ た結果、 木地の材質、 構造、布省せ t,

ど 幾つ かの情報が得られた。

· X 線叫'.(か ら 木査料に使われた索地は、針菜樹の~; II : 11 1[又りした材が使われている。ま た、 亀裂部分か

の観察で木 II や木質から、木地の材質は柏材 と甜:i似 している 。

・ 苦の 甲板及び身の）氏板は、 柾 II 材を 4 枚桜 ぎ合わせて辿られて いる 。

・ 苦、身の側 1M fり の）柑）噌1iの木地柚造は、 三灼形の材 を 1村側灼 に張り 付け て補強 した‘ド留接ぎで糾み 立

てられて い る 。

・ 身 卜段の｝氏板 は 、 側板に 嵌め込んだh界辿である 。

． 係の 印椒部分の木地）！］は、約 5 ミ リ 、 側椒は約 I . 5 ミ リ 、 側 1 (1i fり （ ），り ） i 1 (1 i ) は約 1 ミ リ である 。

・ 盗 は、 I jl板部分か ら側 1 (i i に かけてイIi・ イ冗せし、 内側 にはイI五＇『せされて い な し 。

・ 身の ［段 は、 ,'(Iｷ. り から側而にかけてイI i ィ冗せされているが、 内側や｝氏災 にはイり沿せは無い 。

． 均の 卜段は、 立 , -. りか ら側而、そして）氏災にかけてイ砂'j··せされているが内側にはイI i祈せは刈馬 し 。
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f "Wakaura MaA窃
f Lhe Peabody E 

ame of Lhe objecl: "Wakaura Malcie Incense Box" 

wner: Peabody Essex Museum 

ale of manufacture: Edo period (l 7-18th century) 

imensions: 23.l x 19.4 x 18.9 

Period of restoration: June 2003-March 2005 (1 year and JO months) 

Description 

The Incense Box (hereafter, "lh 

an inro-style* lid used Lo conlain in 

f the body and lid arc mad 

board, incense burner, in 

pair of tweezers for picking up in 

incense cards, a scroll wiLh a lisL of 

Jnro-stylc: In an inro-style, Lh 

しhal il (iLs snugly inlo Lhc lid 

Karatomen: 

recessed con dg 

(Shaded area on Lhe i lluslralion) 

The landscape of Wakaura, 

［しhe lid ar 

The enlire surface of Lhe box i 

じ '; Fig. 1) is a lwo licrcd box rectangular in shape wilh 

nd ilcms for an incense idenlification game. Th 

mpanying lhc incense box ar 

r, mica, lools for preparing incense, a 

brush, a sland for tools, a holder for 

nlcnls, and olher ilenieヽ

f Lhe body is raised (tachiagari) 

nic beauty that appears in 

,_ｷntire surface of th 

and some of 

lhc beaches arc dcpiclcd wilh Logidasfn ma/a while Lhc pin 

Lhc shrine arc expressed w i しh Ls碑領aid on hin lal,amal,ie. Kirilwne is used t clouds, 

beaches and rocks. 
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ndition of Dama_ 

-It seemed that the object was exhibited for a long time in a place where it was exposed し(

ultraviolet rays. For this reason, the urushi coating film of the top board (Fig. 2), Lhc rronl 

board. and しhe left and right side boards had deteriorated severely, while the side which sccmccl 

med lhat the upper tier had been exhibiled wilh the front and the back mispla 

n Lhe surface of Lh 

microcracks had formed. 

-There were crack 

There was evidence that lh 

-There was a lar 

I dclerioration did not malch th 

L, which had been applied Lo give luslcr 111 a 

ating film had losl its luslcr bccm,s 

ubslrale seemed Lo have been joinccl. 

in Lhe pasl. 

of approximately 2111111. This crack extended from しh and Lherc w;,ts H .~re;.tl 

f urlhcr. This crack had c1 lso been risk of lhe substrate warping and lhe crac l< ex l cndi1

rcslored (Figs. 6, 7) 

-...:ome parts of the edge on the lower tier had been losl due lo impacl. 

-There was a crack approximately 8cm on lhc inside bollom of lhe lower lier where ll 

[ wood had been joined to make the subslratゞ ・

-There was a fingerprint on the side of the upper lier, which seemed lo have been mc1clc clurn 

past restoration. 

c i f i catiowヽ

wilh Lhc principle o[ Lhc mainlcnance of Lhc prcscnl 

ndilion, which is the principle advocated Laday by Lhe Agency [or Cullural Affairs for Lhぃ

restoration of des i只natecl urushi art object 

Restoration Pr 

l. Preliminary investigation and documentation 

The structure, foundation, decorations and the present condition oJ damage were invcstigatccl 

nd documented. Photographs were taken so that しhe object may be compared before cine! after 

restoration. 

2. Facin 

ince the coating film surrounding the cracks was in clanger of being dislodged, it w;,ts lcrnpoｭ

rarily faced by using thinly-cut strips of gam/Ji paper adhered with wheat starch paste in order 

to prevent it from becoming detached during restoration (Fig. 8) 

3. Cleaning 
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Dusl covering Lhe surface o f しhe objccl was brushed off and dirt was removed wilh a colton 

lolh slighlly moislencd wilh waler 

Removal of lhe detcrioralcd 

The coaling material lhaL had been applied lo lhe obj eel in a previous resloralion l 

lusLer Lo lhe original coaling film had clclerioraled, causing the surface lo become yellowish. 

There were microcracks lhal could nol be seen wilh lhe naked eye on lhe surface coaling filt 

fa stron 切ali£e decoraLion, comparatively weak solvcnl 

led. It was found thal pur tive; when a small amounl of cLhanol 

was added to pure waler, lhc coaling malerial began to dissolve. So a cotton 

a n廿 xture of water and ethanol was used to remove the coating malerial. 

On the part of the object where the urushi coating film on the surface had been 

by ul し raviol et rays, nol only lhc coaling malcrial bul a l so しhe urushi coatin 

dissolve, causing the gold powder of lhe ma/de lo become cx1:Josed. The great 

remove the deterioraled coaling malerial (Figs. 9, "IQ) 

an t 

was taken 

5. Reinforcement of the subslralc by humidificalion 

ince it was assumed that the cracks on the corners of Lhc objecl and on lhe coating film wer 

due to the shrinkage of Lhc subslralc caused by しhe object having been stored in a low relativ 

humidity environrnenl, il became necessary lo humidify Lhe objecl in order for しbe substrate and 

the coating film to regain flexibilily. For this reason, Lhc objccl was placed in a gradually 

humidified box for abou し 2 monlbs unlil flexibilily relurned. Then a very small amount of forc 

was applied w i し h a clamp in order lo relurn Lhe warped porlion lo ils original position. Becawｷ 

this is a measure Lhal can damage しhe slruclure of Lhe subslrale even wilh lhe slighlest mistake, 

pecial care had Lo be Lakcn. 

6 U位shz -gaLcffne

AILcr removing Lh 

coating fi Im had b 

left sid 

barcl 

was don 

[ilm in order L 

肛11shi and /djo切i 11mshi wcr 

[our Limes wiLh a pcLrolcum ba 

111icrocracks. Th 

ndiLion of Lh 

Lhc imprc,gnal 

Lora lion coaling material, it was found thal a parl o(lhc urushi 

d by ullraviolcl rays and had completely lost its lusler. Th 

body, in parLicular, had been so damaged that Lhc thinly sprinkled 

auachcd lo lhc black urushi underneath. 

urushi inlo Lhe n廿crocracks on Lhc urushi coalin 

lilllc lusler lo il. For this process, lajiro urushi, nashiji 

mixed al a ratio of approximately 5 : LI l. This was Lhcn diluLccl 

I G. A [laL brush was used Lo apply Lhis Lo Lh 

rcling to th 

arcf ully wiped off wilh a solvcnl so Lhal not 

dccoralions. Ums/1i g, r1111e was clone only 2 Lo 

made sure しh a l

nly, and excess urushi wa'ｷ 

would remain on Lbc lciril,ane or the taleamal,ie 

Limes on places where the coaling film had not 
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deteriorated so much (Fig. 11). 

7. Press-stabilization of the cracked parts 

A strong adhesive was necessary in order to adhere the coating film that had become warped 

around the cracks. For this, wheat flour with more gluten was kneaded with kijomi 1rmsl1i Lo 

ma ke 乃？、ugi- urushi having stronger adhesiveness (Fig. 12) 

ince cracks had been found on all four corners of the lid and the upper tier, it was ncccssarv 

Lo work on all these at Lhe same time. It was decided to place the object in a wooden 1nin 

Lo use the flexibility of bamboo shirnbari sticks in order Lo press-sLabilize (Figs. 13. I 

the sLructure of Lhe subslralc was carer ul I 

onsidered as was the placemcnl of the bamb 

labilizalion was continued for about 3 weeks and Lhe obj 

nly after the mugi-urushi had hardened completely. 

Rcproduclion of the missing parl 

f force appl iccl. 1~rcss 

Parts of the coating film Lhal had been losl were rcproclucecl wilh lwlmso. l<olmso was made I 

mixing camphor wood sa wdusl and finely cut hemp fibers to mug｣-umshi adj us Led for lwlmso ancl 

adding j｣nolw (baked diaLomaceous earth). Kol,uso was applied in several Lhin layers Lo the missi1w 

parts until the original shape was reproduced. The reproduced porlions were finished wilh <l 

whetstone or a file (Figs. 15, 16) 

9. Kiwasabi and urushi-gatame 

Kiwasabi was applied to the parts where Lhe shape had been reproduced and in Lo Lhc cnicks i 11 

rder to prevent abrasion and re-detachmenl. Kiwasat刀 on parls where black urushi hacl been 

used as coating film was made by mixing very fine jinolw (Wajirnr, yon加uji ji11 olm ) Lo rose 11msl1i 

(a mixture of roげ0 Z心s}仇 and l,~jomi u直shi )

,..1'abi for lziwasabi for damaged portions of rnaliie was made by mixing very (ine yellow /0110/m 

and several kinds of gold powder so that Lhe reslored portions would nol I 

/¥.. mixture of kijo叫 urushi and kijiro urushi that was diluted wilh a solvent was used lo 

reinforce the surface of the coating film and to consolidate the r 

the takama/zie, a mixture of lzijiro urushi and nashりi urushi wa 

wiped off so that it would not remain on the tsulzegalzi 

10. Reproduction of the mal,ie on the damaged portions 

urushi was carcf ull 

In order to make the restored portion where gold sabi had been applied less conspicuous, _gold 

keshifun was sprinkled. For this, nashiji urushi was applied very thinly to the restored portions, 

and a type of gold powder called keshifun was applied with silk floss just before lhc urushi 

hardened. Since gold l,eshifun alone would be too conspicuous, nashiji urushi was used s 

times to consolidate the restored portions and to match these portions with the surroundin 
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aling film (Fig. 18, 19, 20, 21) 

l] nufaclure oI a box 

L was complcLccl, a paulownia b 

II 

x mighl 

cau 

八. The lowest shelf was made in such a way that a humidity controlling agent, Arし

RII) may be placed. The sloragc box was made of paulownia with a hendon-style* door by Mr. 

tsuka Takashi of Aizu (Fig. 25) 

Kendon -style: The cl 

upwards into a rec 

with the aid of a fabric or buill-in hand! 

wiLhin a rebale in lhe frame and can be removed by li(Ling iL 

nc at the boLtom, then pulling it outwa rcJ c・

保イ耀'j

/¥ slorag 

Documentation and pholographinN 

Restoration processes and Lechnical analyses were documented and photographs of the object 

after restoration were ta ken (Figs. 22, 23, 24) 

L
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X-ray Fluorescence Analysis of the "Wakaura Makie Incense Box" 

asuring point 

fig. 26 

R f X-ray fluor 

point 

/\na lys ir• 

16 91 

/¥L Lhc time of restoration, X-ray fluor 

0 21 

97 

74 

74 

90 

981 2 

l 13 21 961 J I '.1 

f the maliie powder was conducted and 

ubstrale. X-ray fluorescence analysis w 

ultural Properties, Tokyo 

ray radiographs were taken to reveal the struclur 

nducled by Hayakawa Yasuhiro of the National I 

and X-ray radiography by Miura Sadatoshi of th ame Institut 

X-ray fluorescence analysis (Fig. 26) 

veral kinds of makie powder and metals were used in the manufacture of the object. Of lh .__ 、

ray fluorescence analysis was conducted of the materials used on the clouds, branches of pine lr 

liirikane decoration, karatomen, and a trace of past restoration found on a cloud. 

-Clouds 

Two different kinds of maliie powder were used to create the clouds. Gold powder same as thal 

used today for makie was used mainly for the clouds (01). Aokin powder was used on the Lips of 
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Lh 

was also u 

mposiLion is approximaLely 74% /¥.u, 21 % /¥g and 5% Cu. The same powder 

nl Lhe waves, rocks, beaches and pine Lr 

-Branches of pine Lr 

Aol,in powder almosl similar to Lhal used on Lhe Lips o[ Lhc clouds was used on Lh 

pine Lrees. 

-Kirilwne 

1malely 10% silver. S i nce し h !or XRF analysis confirmed LhaL Lhc gold l,irilwne 

f Lhe /drikane today is sl i gh し l y brownish, iL i 

ilvcr contained in the gold alloy. 

is due to Lh xiclalion of Lh 

-Previously restored parL on a cloud 

XRF analysis showed thaL Lhe puriLy of gold used in the restoration is very close Lo lhaL of Lh 

riginal gold decoration, buL because Lhere is no trace of copper it is different from the original. 

It is assumed that the original 11• al,ie powder was removed al Lhe Lime of a previous resLoraLion 

and sprinkled with new powder 

-J{arato切en

Unlike the marufun gold povvclcr u 

having fine particles, bul lhcir 

X-ray radiography (Fig. 27) 

louds, the moleie powder on this part is lwsh1/tm 

omposilion is quile similar 

In order to confirm the slruclurc of Lhc subslralc, X-ray radiographs were taken of the objccl. A 

a resull, some informalion concerning Lhc Lypc of wood, slruclure of the substrate and the use of 

nunol,ise was oblained. 

-X-ray radiographs showed LhaL a slraighl-graincd coni rcrous wood was used for lhe subslralc o 「

the object. 〇bscrvali o n o r し he wood grain and qualily of wood as seen from lhc cracked par し

bowed that il is very s imil a r し

-The top board of lhe lid a nd しhe bollom board o r しh e body are respectively composed or rour 

pieces of stra i gh し—gra i ned vvood joined logelhcr. 

-The corners of lwrolom切 a l o ng Lhe edges o 「 lh e lid and the body were reinforced by allaching 

triangular pieces of wood on lh 

-The bottom board of lhe lower lier or lhc body was filled into the side board0ｷ 

-The thickness of the Lop board o 「 Lhc lid is approximalcly 5mm, lhat or lhe side board 

approximately 1.5mm, and lhal o[ lhe edges along lhe sides (/mmlo///e11) is approximately] 111111. 

-Nunok｣se was applied from lhc lop board o[ Lhc lid lo ils sides, bul nol on lhe undersicl 

-On the upper tier of the body, 1111110/,ise was applied from lhe lachia14r1ri (riser porLion of Lhc body) 

to the sides, but not on lhe inside or Lhe underside or lhe bollom 

-On the lower tier of the body, nunol,i、ゞじ was applied from lhe lachiaJJ."Ctri Lo lhe sides and on th 

underside of the bottom boa rel bul n o し on lhe i nsicl 
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Technical Term 

T氾kegahi 付廿'1

type of ""• al~ie decoration technique in which 

details in しhe design are depicted by using hiramaｭ

!tie (flat makie) on top of other deco rati o n 、

Kirilwne (/, irigane) り） 金

Lcchnique used much in combination w i しh ta!(aｭ

叩ak£e (raised malc:ie) to depict moss on sanely 

into regular shapes and glued into place with 

1rushi. Then ma/de is applied and the whole surｭ

race is abraded and polished 

kりiro 11 r11s/1i 本地呂漆

TrnnsluccnL urushi made by removing water from 

raw urushi in a process known as /a4,rome and 

、 lirr i ng lhc urushi in a process called 11ayashi 

ashりi 梨地

/¥ Lypc of mal,ie decoration Lechnique made by 

rinkling 11ash1ji powder on thinly coaled urushi, 

covering iL w i しh /u/iro u訂,tsh£and abrading (/ogi) 

and polishing (migak｣) the surface after il has 

dried. lし i s so called because its surface resemble 

Lhal of 1wshi (a Japanese pear) 

Mal~ie dぷ絵

TracliLional way of decorating urushiware. Motif. 

re drawn wiLh urushi on Lhe surface and ma/de 

wclcr is sprinkled before the urushi has harｭ

: lcnccl 

7切'w 111a!c ie 1 ·::j 1i、\i絵

A Lypc of malcie decoration technique in which 

urushi or urushi foundation material is used to 

raise designs. Gold or silver powder is sprinkled 

on Lhc surface Lo highlight the design 

Kes如i_/ttn i i1 i粉

The finest moliie powder. Metal leafs are kneaded 

into thick malt syrup and pulverized. Then th 

mixture is dissolved in water and the powder i 

taken oul. }<eshifun is used for marking the rough 

outline of a makie design (a~ 吻ime ) or in l~csf11/t 111 

、ma/2ie . Keshifi屈 cannot be polished bul il can b 

burnished with a dog's tooth. 

Man加n 丸粉

Mafa'e powder which is globular in sha1 

Jim comes in several sizes and is used l 
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